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貸借対照表 

(2017 年３月 31 日現在) 

                                                                        （単位：千円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 195,393 流 動 負 債 47,018 

現 金 預 金 143,259 工 事 未 払 金 20,325 

完 成 工 事 未 収 入 金 44,519 未 払 金 50 

未 成 工 事 支 出 金 5,049 未 払 費 用 368 

仮 払 金 528 未 払 法 人 税 等 2,506 

未 収 消 費 税 146 未 成 工 事 受 入 18,630 

繰 延 税 金 資 産 1,890 預 り 金 396 

  賞 与 引 当 金 4,740 

固 定 資 産 68,520 固 定 負 債 28,878 

有 形 固 定 資 産 68,326 退 職 給 付 引 当 金 115 

    建 物 55,263 長 期 預 り 保 証 金 26,886 

機 械 ・ 運 搬 具 160   

工 具 器 具 ・ 備 品 1,803   

土 地 11,100   

負 債 合 計 74,019 

 無 形 固 定 資 産 154 純   資   産   の   部

   電 話 加 入 権 154 株 主 資 本 189,895 

資 本 金 40,000 

利 益 剰 余 金 149,895 

   利 益 準 備 金 10,000 

   そ の 他 利 益 剰 余 金 139,895 

    繰 越 利 益 剰 余 金 139,895 

純 資 産 合 計 189,895 

資 産 合 計 263,914 負 債 純 資 産 合 計 263,914 

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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個別注記表 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準および評価方法

①有価証券 

   その他の有価証券 

    時価のあるもの    決算日の市場価格等にもとづく時価法(評価差額は全部純資産直入法に 

より処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。） 

 時価のないもの    移動平均法による原価法 

  ②たな卸資産          

      未成工事支出金    個別法による原価法 

（２）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 
定率法 

  ただし、1998 年 4 月 1 日以降に取得した建物（附属設備を除く）および 2016 年 4 月 1 日

以降に取得する建物附属設備、構築物については定額法を採用しております。 

② 無形固定資産 
定額法  

（３）引当金の計上基準 

①貸倒引当金 
売上債権、貸付金等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することに

しております。 

②工事損失引当金 
受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、

かつ、その金額を合理的に見積ることができる工事について、損失見込額を計上することにしてお

ります。 

③賞与引当金 
従業員の賞与の支給に充てるため、当事業年度に負担すべき賞与支給見込額を計上しておりま 

す。 

④退職給付引当金 

従業員の退職金の支給に充てるため、当事業年度に負担すべき退職金支給見込額を計上しており

ます。 

（４）完成工事高の計上基準 

売上高のうち完成工事高の計上基準は、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工

事については工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準

を適用しております。 

（５）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

２．貸借対照表に関する注記 

有形固定資産の減価償却累計額          47,104 千円 


